
駿豆線魅力めぐりウォーキング

世界遺産シンポジウム

と　き　2月15日 （土） ・ 16日 （日）
　　　　10：00 ～ 15：00 雨天決行

ところ　大仁梅林および大仁神社境内
内　容　 こども創作能、雅楽と神楽、大正琴などの演芸、

野点、屋台、梅林内にて甘酒無料サービス

と　き　3月2日 （日）

ところ　長岡体育館

9：00 ～

と　き　2月23日 （日）

ところ　韮山時代劇場　大ホール

【同時開催】

  梅まつり写生コンクール（テーマ『大仁梅林』）
　と　き　梅まつり開催中（16日は正午まで）
　対　象　小学生以下
　参加費　無料
　その他　用具（画板・クレヨンなど）は貸し出します。
　　　　　 金賞作品は、来年度のポスターに使用します。

  梅まつり写真コンテスト（テーマ『大仁梅林』）
　参加方法　 氏名・連絡先を明記し、四つ切サイズに印

刷された写真（大仁梅林を撮影したもの）
を 2月 14日（金）までに観光協会（〒 410-
2201 古奈 255）へ郵送または持参してく
ださい。金賞作品は、来年度のチラシに
使用します。参加無料。誰でも参加可。

　表彰式　２月 16日（日）15：00　大仁神社境内

　基調講演①　 　基調講演②　

  俳句大会（兼題は『梅』）
　と　き　２月 15日（土）受付 10：00～ 12：00
　ところ　大仁神社境内
　対　象　誰でも参加可
　投句料　2句 1組 500 円（何組でも可）
　表　彰　２月 15日（土）15：00　大仁神社

  梅お散歩ラリー
　と　き　2月 15日（土）受付 10：00～ 10：30
　ところ　ひまわり保育園大仁分園
　対　象　 健康で一人で歩ける人なら、誰でも可
　参加費　500円（おおひと笑店会商品券500円付）
　定　員　200 人（定員になり次第締切）
　申込み方法　 住所・氏名・年齢・電話番号を明示し

て電話または FAX でお申し込みく
ださい。

第21回

おおひと梅まつり

問 伊豆の国市観光協会
☎ 055-948-0304
℻ 055-948-5151
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修善寺梅林と城山桜の花ウォーク
と　き　2 月 16 日（日）
　　　　スタート受付 8：30～ 11：00
　　　　ゴール受付 15：30まで
コース：約 11ｋｍ　２時間 35分
修善寺駅スタート→修善寺総合会館→指月殿→竹林
の小径→修善寺梅林→修善寺自然公園→狩野川記念
公園→城山さくら（狩野川堤防）→大仁駅ゴール

「富士山の日」富士山の絶景ポイント
＜函南日守山＞ウォーク
と　き　2 月 22 日（土）
　　　　スタート受付 8：30～ 11：00
　　　　ゴール受付 15：30まで
コース：約 10.5 ｋｍ　2時間 20分
原木駅スタート→蛇ヶ橋→日守山公園（大嵐山山頂）
→日守山公園入口→山本食品→興聖寺→仁田さくら公
園→湯～トピアかんなみゴール→伊豆仁田駅

　伊豆箱根鉄道駿豆線沿線の市町（三島市・函南町・
伊豆の国市・伊豆市）と伊豆箱根鉄道㈱が協力
し、沿線の魅力を満喫できるウォーキングを
開催します。

力

募集中！

入場無料

入場無料

申込み不要

申込み不要

　　　　　ボランティアスタッフ
対　象　イベントに興味がある 20歳以上の人
内　容　受付、イベントの手伝い
申込み締切　2月14日（金）
申込み　 住所・氏名・年齢・電話番号を明示して電話または

FAXでお申し込みください。

問 伊豆箱根鉄道（株）鉄道部
☎ 055-977-1207

問 市役所社会教育課
☎ 055-948-1461　
℻ 055-948-1470

参加方法　　１チーム 3人
　　　　　　（代表者は市内在住・在勤、女性 1人以上）
参加料　　　1人 100 円
申込み方法　 2月20 日（木）までに、参加

申込書を社会教育課へ提出
（FAX可）してください。

※ 参加申込書は、社会教育課窓口、または
市ホームページからダウンロードしてく
ださい。

　伊豆の国ギネスに挑戦！

スポーツランキングフェスティバル
　3人 1組でレクリエーション要素満載のさまざまな種目にチャレンジするスポーツラ
ンキングフェスティバルを開催します。あなたも、伊豆の国市記録に挑戦しませんか。

伊豆の国ギネス認定種目
▶長靴飛ばし（個人種目）
▶ドッチビー飛ばし（個人種目）
▶バケツリレー（団体種目）
▶雑巾がけＧＰ（団体種目）

レクリエーション種目
▶みんなでペタンク（団体種目）
▶ターゲットファミリーバドミントン（団体種目）

2月・3月のイベント
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　　　（株）島津興業顧問
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13：30 ～ 16：30

14：40 ～
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であり、鹿児島商
工会議所副会頭、全国産業観光推進
協議会理事を務めるなど、鹿児島県
の地域振興に取り組んでいる。

専門は幕末維新史、特に軍事史。
主な著書▶『戊辰戦争』＜戦争の日本
史 18＞ （吉川弘文館、2007 年）▶『幕
末日本と対外戦争の危機 下関戦争の舞
台裏』（吉川弘文館、2010 年）

▶「明治日本の産業革命遺産」構成自治体パネル展示
▶絵画作品展示（入賞作品８点）
▶写真作品展示（応募作品 16点）

　展示ブース　反射炉応援団の集い

幕末軍事史からみた韮山反射炉の価値
－韮山反射炉は何を目指し、 何を残したのか－

世界遺産を目指すために
～今、 私たちができること～

産業遺産をいかした地域の魅力づくり
　　　　　　　　　　（仮題）

問 市役所世界遺産推進課
☎ 055-948-1425

鹿児島市
旧集成館機械工場

韮山反射炉
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